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霞.ケ浦の歴史

鈴木泰輔(海洋地質部)
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はじめに

地質標本館の第一展示室を順路とおりに見学し終わる

と一旦北側の廊下ホｰルに出ます.L字形クロ

ｰムメッキ仕上げの優れたデザインによる誘導サインに

従って階段を昇ると2階第2展示室に導入されます.

たおこの階段は中生代とくにジュラ～白亜紀に

かけて大繁栄したアンモナイトをイメｰジして造られた

階段でいま見て来た化石の残像を頭の片隅におきたが

ら次だる展示室への期待をつたげるためゆったりと

昇るように設計されています.

第2展示室はr生活と鉱物資源｣カミ主題です.陸

域･水域を2中心テｰマとして室を2分L私たちの生

活と関係深い鉱物資源の分布種類生産と需給鉱石

･鉱物の特徴及びでき方探し右利用だと広範囲に

わたる解説･展示カミたされています.このうち水域

室内の奥まっ先コｰナｰにr霞ケ浦の歴史｣展示が設置

されています.

展示の規模･構成

r霞ケ浦の歴史｣展示は音声内蔵オｰトスライド

方式で縦260㎝横170㎝奥行240cm.前面に霞

ケ浦･北浦及び周辺の地形模型をボックスで置き後部

に映写幕を前傾気味に立てたL字形で構成されています

(図一1及び写真一1).模型の縮尺は5万分の1表現で

すが霞ケ浦と北浦は水深が非常に浅く'同縮尺では

湖底状況が表現されにくいため湖底地形のみを周辺の

200倍(縮尺250分の1)に誇張して造られています.

また陸域部は関東平野の北東部に位置し霞ケ浦の

近傍付近だけでは桿状に乏しいため北縁に筑波山

(標高876m)を範囲内に取り込み高低変化を出しまし

た.

スライドはタイトルを含め14枚テレ'一ションは7分.

たお本展示の企画･立案･編集は企画室が行い当時霞

ケ浦の堆積物研究を担当していた井内美郎技官(海洋地

質部)が解説文･スライドだと原案の大部分を監修･作

成及び執筆Lています.ナレｰタｰは美声の矢沢洋一

氏展示物の公開は昭和57年1月.製作は丹毒杜･
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図1r霞ケ浦の歴史｣展示物の機構略図

写真1

展示内容

(スライド)

プロロｰグ

(帆引船)

(ナレｰション)

満六と水を薩えた霞ケ浦.この霞

ケ浦はいつ頃から現在のようだ姿･
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現在の霞ケ浦

(写真一2)

主ウルム氷期

の霞ケ浦

(写真一3)

完新世はじめ

の霞ケ浦

縄文海進時の

海

(写真一4)

形にたってきたのでしょう｡

ではこれから霞ケ浦の歴史を探っ

てみることにしましょう.

これは現在の霞ケ浦の形です.

面積は約168㎞2あり日本で2番

目に欠きた湖です.1番大きた湖は

琵琶湖で約674㎞2もあります.霞

ケ浦は浅い湖で最大の深さが7,3㎜.

平均の深さは約4mです.

今から約2万年前地球は最後の氷

河期のうち最も寒い時期でした.

当時の海水面は現在より約80mもさ

がり大陸には氷河が発達していまし

た.霞ケ浦低地には川が流れており

その流れは台地を約30mから70mぐら

いも刻んでいました.

氷河期が終わり地球全体が暖かく

たり始めると海水の量も増え海水

面が上がり始めました.約1万年前

の完新世の始まりには海水面は現在

より約40m低い位置にありましたがこ

の頃にたると霞ケ浦低地に海水が入

るようにたりました1霞ケ浦の歴史

は初めから現在のようだ淡水湖では

なく海水の入った湾や入り江の状態

から始まったのです.

地球はその後更に暖かくなり約6

千年前の縄文時代の始めには海水面

は現在より数mも高くたりそのため

海は広い関東平野の奥にまで入り込ん

でいました1その頃の人々はこの

海の近くに住み海辺で採れる貝や魚

を食べて暮らしていました.この生

活の跡は貝塚として当時の海岸線の近

くに残っています.

写真2

写真3

写真4

古代の霞ケ浦

やカミて気候は現在の状態に近ずき

海水面もほぼ現在と同じ高さにたりま

した.常陸の国風土紀に書かれた頃

の霞ケ浦はまだ海とのったがりが強

く潮の流れが干潮や満潮に伴って起

こりこの流れカミ霞ケ浦の中にまで及

江戸時代末の

霞ケ浦

んでいました.当時の人六はこの

有様を見て霞ケ浦のことを“流れ

海"と呼んでいました.

江戸時代に入ると霞ケ浦の出口あ

たり今の佐原市付近は自然の埋め立
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(写真一5)

天明3年の浅

間山大噴火古

図

(写真一6)

関東神方のア.

一ツ写真

アオコ

堆積物軟X線

堆積物層厚分

布図

(写真一7)

てが進み湖と海との水の交換が段々

と少なくたってきました.江戸時代

の始め頃に行なわれた利根川のっけ替

えも影響していたかもLれませんカミ

霞ケ浦の出口はやがて陸地に変わり

塩水が入らなくなり遂には淡水湖と

なりました.

江戸時代には浅間山や富士山が大

爆発をL大量の火山灰を噴出しまし

た.その一部は霞ケ浦にも降ってき

ました.現在霞ケ浦の泥を柱状に

採るとその時の火山灰が泥の中に見

づけられ底質研究の役に立っていま

す.

このようにして霞ケ浦は約350年前

に淡水湖にたり現在みられる形に近

ずいてきたのです.明治時代以降

雪ケ浦は干拓によって形を少しずつ変

えてゆきました.こうして霞ケ浦は

様六た姿をとりながら今日のような形

になってきたのです.

ところで近年霞ケ浦の水質汚染

が進み社会問題となってきました.

これは窒素や隣などの栄養分が湖に

過剰に流れ込むことカミｰつの原因とさ

れていますが科学的た対策をうった

めには湖の中で物質が移動する仕組

みを研究することが必要です.

地質調査所では湖底に溜った泥の

分析結果から湖の中に入った栄養分

の動きを明らかにするための研究を行

っています.これはその研究の一部

で霞ケ浦の底の泥を採ってレントゲ

ン写真にかけたものです.この写真

の中には先程お話した浅間山や富士

山から飛んできた火山灰のほかにシジ

ミ貝ユスリカの幼虫である赤虫の這

跡だとが写っています.

このようた火山灰を目印にすること

によって泥や栄養分が多く溜るとこ

ろが分ります.この図は浅間山が

写真5

写真6

写真7

1783年に噴火した時に飛んできた火山

灰を目印にしてそれ以降およそ200

年の問に溜った泥の量を示したもので

す.この図によれば泥は何処でも

同じ｡ように摺るのではたく沢山溜ると

ころとそうでたいところがあることが

分かります.
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(空中写真)

私たちの郷土にある霞ケ浦.霞ケ

浦は様序な姿形をとりながら現在に

至っているのです.

追加展示の経緯

地質標本館は昭和55年3月完成同年8月19目にオ

ｰプンし以来内外の見学者によって連日の賑わい

をみていますが｢霞ケ浦の歴史｣展示は開館より遅

れること1年半後昭和57年1月に追加展示されたもの

です.

標本館の展示内容については設計段階から施工完了

まで永い年月にわたり“標本館展示レイアウト小委員

会"(昭和48年設置)が検討を加え完成をみたもので

す.しかし開館に伴って同小委員会は解散Lその

後暫くの間は次長が兼務する標本館長のもとに3人

の館長付きが任命され標本館の運営及び維持･管理に

ついては企画室が業務を遂行していました.昭和57

年5月に至り新たに地質調査所長の諮間機関として

“標本館運営委員会"が発足し様々な展示に関する諾

問題の討議が行なわれるようにたりました.

また維持･管理業務についても昭和58年7月総務

部業務課の職掌に定まりました.r霞ケ浦の歴史｣展

示はこのようた新鋸事業の発足に伴う激動期に生ま

れたのです.当時企画室付と標本館長付を同時に兼

任していた鈴木はこれら業務を分担しこの展示につ

いてもレイアウトに参加しました.

展示物の追加及び選択がなされたのは次のようだ背

景によるものです.

･開館後一年を経て実施した見学者による自主的アン

ケｰト結果を見ると音声による解説および映像を伴

う展示物が圧倒的に高い支持率を得ていた.

･第2展示室の水域部にはパネル表示が多くナレ

ｰションオｰトスライド方式の展示が無かった.

･同展示室の一隅に余空間カミあった.

･地質調査所では昭和56年度から“湖沼堆積物の調

査技術に関する研究"を実施しており当初年度から

早くも霞ケ浦において成果を挙げていた.

･工事期間を年末･年始の休館日期問中にあわせ見

学者に対する配慮の見透しが得られた.

･地質調査所の研究成果をわかり易く展示する目的に

合致Lた.

なお上項と同じようた理由によって追加展示が行な

われたものに地震予知を照会するr大昔の地震のあと

を堀り出す｣(丹那断層発掘調査)のパネル表示がありま

す.

1987年1月号

エピソｰド

ナレｰションの中頃に浅間山や富士山が大爆発し

霞ケ浦に降灰したことを説明する場面があります.企

画段階でこの部分にどうしても噴火の様子を示す絵が

欲しく富土山噴火の想像画があるいは浅間山“鬼

押し出し"の迫力ある写真かなど色序とアイデアを考

えていました.丁度その頃何気なく夜のNHKテ

レビをみていると1783年(天明3年)に噴火した浅間天

明降下軽石層について古文書などを参考とした科学番

組を放映しておりました.｢これだ!｣と思い翌日

早遠長野県小諸市役所教育委員会小諸火山博物館へ古

文書の有無について間い合わせをしました.その結果

浅間山天明噴火の写生図の所有者北佐久郡浅科村塩名

田丸山健一氏を紹介され本展示のスライド画面構成

に変化のあるものが得られた次第です.なお使用さ

れているスライドは当時企画室付きの野原昌人技官

が長野県の丸山氏宅に赴き座敷一杯に広げられた色

々な古文書の撮影を行ったうちの一枚で画面の余白に

は天明3年7月6目から7目にかけて噴火が続いたこ

とが記録されています.

おわりに

霞ケ浦の堆積物研究についてはこの展示物完成後も

引き続き実施されています.最近では湖の南東部か

ら鹿島地域にかけて分布している海成完新統の厚い砂質

堆積物(約30～40m)は海岸侵食その他によって供給さ

れた海浜砕屑物が鹿島沿岸流によって古鬼怒湾(霞ケ

浦の前身)湾口部へ運ぱれさらに潮汐流によって同

湾内にもたらされたものであることが分かってきまL

た.｢霞ケ浦の歴史｣展示が将来改装されること

があれぼ一層詳しい同湖の歴史の歩みが解説に加えら.

れることでしょう.

本稿を草するに当たり種々御教示下さった小諸市役

所教育委員会教育長柳沢武信氏貴重た古文書の撮影に

あたり快く許可を下さった丸山健一氏またアオコ

の写真を提供下さった茨城県内水面水産試験場地質調

査所内では展示製作上色々と協力頂いた海洋地質部

湖沼堆積物研究グルｰプ及び有力た助言を与えて下さっ

た当時の企画室スタッフスライドの複写装置全景の

写真撮影に協力頂いた神戸標本館長たらびに山本広報係

長など内外の各氏に厚くお礼申し上げます｡�


